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資料 １ 

 

 

本市の高齢化の状況等について 

 

 

１ 全国における高齢化の状況 

  我が国の 65歳以上の高齢者人口は、令和 4年 10月 1日時点で、3,624万人（前

年 3,621万人）を数え、総人口（1億 2,495万人）に占める割合（高齢化率）は

29.0％（前年 28.9％）と、29％を超え、過去最高となっています。 

  また、高齢者人口のうち、65～74 歳の前期高齢者は 1,687 万人、75 歳以上の

後期高齢者は 1,936万人となり、総人口に占める割合はそれぞれ 13.5％、15.5％

となっています。 

 

   
単位：万人（人口）、％（構成比） 

  
令和 3 年 10 月 1 日 令和 4 年 10 月 1 日 

総数 男 女 総数 男 女 

人口 

総人口 12,550 6,102 6,448 12,495 6,076 6,419 

高齢者人口（65 歳以上） 3,621 1,572 2,049 3,624 1,573 2,051 

前期高齢者人口（65～74 歳） 1,754 839 915 1,687 807 880 

後期高齢者人口（75 歳以上） 1,867 733 1,134 1,936 766 1,171 

生産年齢人口（15～64 歳） 7,450 3,772 3,678 7,421 3,761 3,660 

年少人口（0～14 歳） 1,478 757 721 1,450 743 707 

構成

比 

総人口 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

高齢者人口（65 歳以上） 28.9 25.8 31.8 29.0 25.9 32.0 

前期高齢者人口（65～74 歳） 14.0 13.7 14.2 13.5 13.3 13.7 

後期高齢者人口（75 歳以上） 14.9 12.0 17.6 15.5 12.6 18.2 

生産年齢人口（15～64 歳） 59.4 61.8 57.0 59.4 61.9 57.0 

年少人口（0～14 歳） 11.8 12.4 11.2 11.6 12.2 11.0 
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（１）高齢化の推移と将来推計 

 今後、総人口は長期の人口減少過程に入る中で、高齢者人口は、団塊の世代が

75歳以上となる令和 7（2025）年には 3,677万人に達すると見込まれています。 

 また、65～74 歳人口（前期高齢者）は平成 28（2016）年にピークを迎え、その

一方で 75歳以上人口（後期高齢者）は令和 36（2054）年まで増加傾向が続くもの

と見込まれています。 

 

（２）高齢者人口と生産年齢人口の比率 

 65 歳以上の高齢者人口と 15～64 歳の生産年齢人口の比率は、令和 2（2020）年

では、高齢者 1人に対して、生産年齢人口は 2.1人になっています。今後、この比

率は低下し、令和 47（2065）年には、高齢者１人に対して生産年齢人口が 1.3 人

の比率になると見込まれています。 

 

【出典】令和４年版高齢社会白書 

図 ② 
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（３）平均寿命の推移と将来推計 

 我が国の平均寿命は、令和 2(2020)年現在で、男性 81.56歳、女性 87.71歳とな

っており、今後、男女とも引き続き平均寿命は延びて、令和 47（2065）年には、

男性 84.95 歳、女性 91.35 歳となり、女性の平均寿命が 90 歳を超えることが見込

まれています。 

 
【出典】令和４年版高齢社会白書 

 

（４）健康寿命の推移 

 日常生活に制限のない期間（健康寿命）は、令和元 (2019)年現在で、男性 72.68

歳、女性 75.38 歳となっており、それぞれ平成 22 年と比べて延びています。さら

に、同期間における健康寿命の延びは、平均寿命の延びを上回っています。 

 

図 ③ 

図 ④ 
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【出典】令和４年版高齢社会白書 

（５）ひとり暮らし高齢者の動向 

 65 歳以上のひとり暮らし高齢者は、男女ともに増加傾向にあり、令和 7（2025）

年には、全国で約 751万人になるものと推計されています。 

 

 

【出典】令和４年版高齢社会白書 

 

  

図 ⑤ 
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（６）介護給付と保険料の推移 

 高齢化の進展により、介護給付も上昇の一途をたどっており、2040年には介護

保険第 1号被保険者の保険料が全国平均で 9,000円(*)（現行の第 8期全国平均は

6,014円）となることが見込まれています。 

(*)令和元年 12月 27日開催「社会保障審議会（介護保険部会）」資料より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】令和 4年 10月 31日開催「社会保障審議会(介護保険部会)」資料 
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２ 本市における高齢化の状況 

  全国的な傾向と同様に、仙台市においても、高齢化は、確実に進展しています。

令和 5（2023）年 4月 1日現在の 65歳以上の高齢者人口は、26 万 4,979人（前

年同期 26 万 2,939 人）となり、人口全体（106 万 3,262 人）に占める割合（高

齢化率）は、24.9％（前年同期 24.8％）と、増加傾向が続いています。 

        
単位：人（人口）、％（構成比） 

  
令和 3 年 4 月 1 日 令和 4 年 4 月 1 日 令和 5 年 4 月 1 日 

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 

人口 

総人口 1,063,169 514,028 549,141 1,062,285 513,077 549,208 1,063,262 513,701 549,561 

高齢者人口（65 歳以上） 259,838 112,091 147,747 262,939 113,411 149,528 264,979 114,173 150,806 

前期高齢者人口（65～74 歳） 132,608 62,060 70,548 132,499 61,975 70,524 128,150 59,916 68,234 

後期高齢者人口（75 歳以上） 127,230 50,031 77,199 130,440 51,436 79,004 136,828 54,256 82,572 

生産年齢人口（15～64 歳） 672,948 334,910 338,038 670,821 333,655 337,166 672,033 334,759 337,274 

年少人口（0～14 歳） 130,383 67,027 63,356 128,525 66,011 62,514 126,250 64,769 61,481 

構成

比 

総人口 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

高齢者人口（65 歳以上） 24.4 21.8 26.9 24.8 22.1 27.2 24.9 22.2 27.4 

前期高齢者人口（65～74 歳） 12.5 12.1 12.8 12.5 12.1 12.8 12.1 11.7 12.4 

後期高齢者人口（75 歳以上） 12.0 9.7 14.1 12.3 10.0 14.4 12.9 10.6 15.0 

生産年齢人口（15～64 歳） 63.3 65.2 61.6 63.2 65.0 61.4 63.2 65.2 61.4 

年少人口（0～14 歳） 12.3 13.0 11.5 12.1 12.9 11.4 11.9 12.6 11.2 

＊住民基本台帳による区，年齢各歳，男女別人口（日本人及び外国人）より作成 

 

（１）将来人口の推移 

 今後も引き続き 65歳以上の高齢者が人口全体に占める割合は増加し続け、令和

7（2025）年には 25.7％に、令和 32（2050）年には 34.5％に達する見込みとなっ

ています。 

 
＊「仙台市将来人口推計（R4年 11月）より作成 
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（２）中学校区別高齢化率 

  令和 5年 4月 1日現在の中学校区別の高齢化率と高齢者人口は、8ページのと

おりとなっています。9ページの令和 2年 10月 1日現在と比較すると、全学区

において高齢化率は上昇しています。 
 
 

 ＜参考＞中学校区と日常生活圏域について 

  本市では、地理的条件や人口、交通事情その他の社会的条件、介護給付等サー

ビスを提供するための施設の整備状況等に加え、高齢者が住み慣れた地域で生活

を継続できるように、保健福祉や医療関連施設さらに民生委員・町内会・ボラン

ティアなど人的資源の存在等を総合的に勘案し、「中学校区」を介護保険事業計

画における日常生活圏域として設定しています。 
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＜中学校区別高齢化率（令和5年4月1日現在）＞

　以上 未満

　0～20％

　20～30％

【3 ,410】 【3,472】 【4 ,328】 　30～40%
【3 ,774】

【3 ,363】 　40％～
【3,612】

加茂（33.3％）
【2,305】 【5,556】

【3 ,864】

【4,057】 【4,162】

【4 ,135】

【6,829】 【2 ,909】 【4,364】

  【6,385】

東華（20.4％）

【6,784】 【5,215】 【4,312】

（20 .5％）

【5,427】

【3,390】

　【8,375】

　袋原

※【　】内は，高齢者数（人）

【5,196】

（29.3％）

中山（28.2％）

西多賀

【5,178】

愛宕

（27.3％）

第一 （23.5％）

宮城野（17.4％）

【4 , 106】 【5,276】 【5,128】

【5,109】

【2,083】

富沢 （21 .2％）

（14.8％）

【4,293】

【4,485】

【3,446】

 沖野

（30.4％）

柳生 中田

七郷

（17 .4％）

（20 . 6％） （24.3％） （30.9％）

【3,940】

六郷

【4,350】 （27.6％）

郡山 【3,817】

（29.6％） （23.4％）

【5,993】

長町 （23 .6％）

【2,799】 【5,336】 蒲町

八軒

高砂（23.4％）

 南小泉

【4,899】
（20.3％）

（27.7％） （25.4％）

五橋（22.2％）

（21.4％）

（24 .9％） （17.5％）

（21.2％）（19.0％）

第二

【4,950】

三条 幸町 東仙台【5,837】

中野（23.3％）

【5,306】

田子

上杉山  五城 【4,469】

（30.0％） 南光台 （28.2％）

南吉成

（32.7％）

（21.7％）

【4,750】

台原  西山（29.0％）

大沢（30.0％） （26.0％） 【2,126】

【4,333】

北仙台 鶴谷（36.4％）

館 （26.2％）  南光台東 

南中山 （21.3％）

七北田（14.9％）

【4,656】

将監（28.4％） 向陽台

住吉台（30.8％） 八乙女

（27.6％） 松陵

（38 .2％）

   広瀬（22.3％）

      【5 ,697】

（20 .2％）

【3,701】

凡例

 寺岡（30.7％） 高森（36.8％）

岩切

根白石（38.2％）

【1,741】

広陵

（46.6％）

【1,124】

秋保（38.8％）

【1,476】
生出（33.4％）

【1,043】

人来田
（42.4％）
【2,665】

折立
（34.2％）
【2,306】

長命ケ丘
（41.1％）
【3,049】

桜丘
（33.4％）
【4,486】

鶴が丘（38.6％）

【4,102】

八木山
（30.8％）

【6,035】

将監東（31.1％）

【4,056】

山田
（34.7％）
【4,661】

錦ケ丘
（14.6％）
【1,981】

吉成
（35.4％）
【2,483】

茂庭台

（43.8％）
【2,474】
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＜中学校区別高齢化率（令和2年10月1日現在）＞

　以上 未満

　0～20％

　20～30％

【3 ,189】 【3,279】 【4 ,142】 　30～40%
【3 ,720】

【3 ,085】 　40％～
【3,472】

加茂（31.7％）
【1,921】 【5,382】

【3 ,593】

【3,939】 【4,188】

【2 ,295】

【3 ,934】

【6,709】 【2 ,816】 【4,262】

 【6,174】

東華（20.3％）

【6,470】 【5,123】 【4,144】

（20 .1％）

【5,285】

【3,246】

　【8,065】

※【　】内は，高齢者数（人）

【4,505】

【4,798】

【4,393】

【4,616】

【5,189】

（29.7％）

吉成 中山（27.6％）

（32 .3％）

【4,886】

愛宕

（26.5％）

第一 （23.1％）

宮城野（16.7％）

【3 , 780】 【5,139】

【5,069】

【1,796】

富沢 （21 .3％）

（14.4％）

【4,196】

【4,457】

【3,273】

 沖野

（29.6％）

柳生 中田

七郷

（17 .0％）

（29.3％） （22.4％）

（18 . 9％） （23.8％）

【3,900】

六郷

【4,323】 （27.6％）

郡山 【3,804】

【5,811】

長町 （22 .9％）西多賀

【2,835】 【5,254】 蒲町

八軒

（27.8％） （25.1％）

五橋（21.2％） 高砂（22.3％）

 南小泉

【4,640】

第二
（19.7％）

広瀬（21.4％）  

【5,458】  

中野（22.1％）

【5,252】

田子

上杉山  五城 【4,343】 （20.6％）

（23 .1％） （16.9％）

（20.8％）

台原  西山（28.7％）

（21.4％）

三条 幸町 東仙台【5,724】

（23.7％）

（18.3％）

北仙台 鶴谷（36.6％）

（24.9％） 南光台 （28.3％）

南吉成

（30.3％）

 南光台東 

南中山 （19.9％） 岩切

大沢（29.0％） （26.3％） 【2,157】

館

住吉台（24.5％） 八乙女

（27.1％） 松陵

（34 .5％）

七北田（14.3％）

（20 .0％）

【3,655】

凡例

 寺岡（28.5％） 高森（33.9％） 将監（26.3％） 向陽台
根白石（37.6％）

【1,680】

広陵

（44.1％）

【1,154】

秋保（36.7％）

【1,468】
生出（37.4％）

【1,009】

人来田
（41.4％）
【2,687】

折立
（33.4％）
【2,300】

長命ケ丘
（40.9％）
【3,110】

桜丘
（33.5％）
【4,576】

鶴が丘（38.5％）

【4,126】

八木山
（31.5％）

【6,136】

将監東（31.5％）

【4,171】

茂庭台
（38.8％）
【2,290】

山田
（34.3％）
【4,616】

袋原

（31.4％）

【5,114】

錦ケ丘
（14.1％）
【1,840】
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（３）要介護・要支援認定者数の推移 

  本市の要介護・要支援認定者数は、令和 5 年 3 月末時点で 50,277 人、そのう

ち第 1 号被保険者（65 歳以上の方）が 49,269 人となっています。今後も、高齢

者数の増加に伴い、認定者数の増加傾向が続くことが見込まれます。 

 

 
（４）認知症高齢者数の推移 

  本市の 65 歳以上の認知症高齢者の将来推計についてみると、各年齢の認知症

有病率が糖尿病有病率の増加により上昇すると仮定した場合、令和 7（2025）に

は約 6 万人、10 年後の令和 17（2035）年には 8 万人を超えることが予想されま

す。 

 

 
   

53,791 
62,021 

69,516 
72,844 74,408 

58,321 69,177 
80,259 86,460 89,572 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2025年

(令和7年)

2030年

(令和12年)

2035年

(令和17年)

2040年

(令和22年）

2045年

(令和27年)

各年齢の認知症有病率が一定の場合 各年齢の認知症有病率が上昇する場合

（人）

＊「仙台市将来人口推計（R4年 11月）を基に、「日本における認知症の高齢者人口の将来

推計に関する研究（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二

宮教授）」より推計 

図 ⑩ 

図 ⑨ 
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（５）在宅高齢者の世帯状況 

  本市のひとり暮らしの方や、65 歳以上の方のみで構成される高齢世帯は、徐々

に増加しています。 

 

○65 歳以上の高齢者を含む世帯の状況 

 

 

 
＊住民基本台帳から抽出したデータにより作成 

 

（６）本市の健康福祉関係の予算 

  令和５年度の高齢保健福祉費を含む健康福祉費の当初予算額は，2,456 億

6,791 万円で，前年度に比べ 104 億 4,448 万円（4.4％）の増加となっています。

また，本市一般会計予算 6,146 億 5,100 万円に占める割合は 40.0％となり、少

子高齢化の進展等により最も高い比率となっています。 

 

68,315 71,029 73,518 75,974 78,442 

49,673 51,020 52,202 53,039 53,600 

59,470 58,676 58,170 57,381 56,298 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

2019年

(平成31年)

2020年

(令和2年)

2021年

(令和3年)

2022年

(令和4年)

2023年

(令和5年)

ひとり暮らし世帯 65歳以上のみの世帯 同居世帯

（ひとり暮らし以外）

（世帯）

健康福祉費

教育費

土木費

総務費

経済費

公債費

その他 一般会計予算の内訳

歳出総額
614,651,000

245,667,905千円
（40.0%）

104,898,582千円
（17.1%）

60,379,107千円
（9.8%）

70,052,101千円
（11.4%）

58,650,302千円
（9.5%）

45,068,311千円
（7.3%）

29,934,692千円
（4.9%）

（各年 4 月 1 日現在） 

図 ⑫ 

図 ⑪ 
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（７）本市の歳出決算額の推移 

  平成元年度以降の本市歳出決算額をみると、扶助費※1は高齢化の進展等によ

り増加を続けています。財政構造の弾力性を示す経常収支比率※2についても、

扶助費などの経常的な支出が増加し上昇傾向が続いており、近年は 90％台後半

で推移するなど、財政状況が硬直化しています。 

また、一般会計における介護保険事業特別会計への繰出金※3についても、介

護保険制度が始まった平成 12 年度は 33 億円でしたが、令和３年度は 124 億円

に増加し、約４倍となっています。 

 
※1 扶助費とは、社会保障制度の一環として地方公共団体が各種法令に基づいて実施する給付

や、地方公共団体が単独で行っている福祉関係の経費をいいます。 

※2  経常収支比率とは、財政構造の弾力性を表す指標です。市税など毎年の経常的な収入であ

る一般財源が、扶助費など毎年固定的に支出しなければならない経常的な経費に、どの程度

充当されているかで算出され、この比率が高いほど、裁量的に活用できる財源が少ないこと

を表します。 

※3 介護保険事業は介護保険法の規定に基づき特別会計を設けており、その財源の一部を一般

会計で負担しています。当該会計では、介護サービスの費用や地域包括支援センターの運営

費等を支出しています。 

 

 

 

 ○歳出決算額と経常収支比率の推移（普通会計ベース） 

 

 
【出典】仙台市「令和５年度予算編成方針」 
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投資的経費 ⇒ 減少

その他歳出

（年度）

義務的経費

⇒ 増加

（百万円） （％）

経常収支比率
（90%台後半で推移）

新型コロナウイルス感染症対応のため大幅に増加

東日本大震災対応のため大幅に増加

図 ⑬ 
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 ○一般会計における介護保険事業特別会計への繰出金決算額の推移 

 

 
 

 

 

 

（８）本市の財政見通し 

  本市の財政見通しでは、令和 6 年度以降、歳入面では主要一般財源はほぼ横ば

いで推移する一方、歳出面では扶助費や介護保険特別会計への繰出金等の社会保

障関係費や公共施設の長寿命化対策経費等の増加が見込まれ、令和 6 年度から令

和 15 年度までの 10 年間の収支差は約 3,732 億円前後となる見込みです。 

 

 
 
＊仙台市「中期財政見通し（令和 5年 2月）」より作成 
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（億円） （億円） 

（億円） 図 ⑭ 

図 ⑮ 
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（９）新型コロナウイルス感染症による自粛期間の影響について 

  本市の高齢者一般調査の調査結果では、新型コロナウイルス感染症による自粛

期間の影響は、「外出する機会が減少したままとなっている」（43.2％）が最も多

く、次いで、「人と話す機会が減少したままとなっている」（32.9％）、「自粛生活

で「体力の低下」を感じている」（31.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出典】「仙台市高齢者保健福祉計画策定のための実態調査報告書【高齢者一般調査】」 

 

 

 

 

 

31.7

43.2

7.0

10.3

32.9

21.7

9.9

14.4

18.8

22.7

2.0

3.9

0 20 40 60 80 100

自粛生活で「体力の低下」を感じている

外出する機会が減少したままとなっている

病院受診や通院を控えている

通いの場（サロン、カフェ、運動・体操教室など）に

行けなくなった（通いの場が再開されていない）

人と話す機会が減少したままとなっている

地域内の交流が少なくなった

何をするにしても気力がわかない

明確な症状はないものの、

なんとなく体の調子がわるくなった

物忘れが気になるようになった

以前と変わらない

その他

無回答

(％)

n=7,926

図 ⑯ 


